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(57)【要約】
【課題】複数の情報表示器を冊子状に綴った状態で個別
に識別可能で、且つ識別した該当する情報表示器に所定
の情報を表示させる。
【解決手段】情報表示器１１０は、制御装置と連結され
る連結機構とを有する。連結機構は、制御装置と電気的
に接続される導通部分と、制御装置と電気的に絶縁され
た絶縁部分と、を有する。導通部分には、制御信号を受
信する制御信号受信部が形成されている。導通部分と絶
縁部分との配置パターンと、制御信号受信部によって受
信した制御信号とに基づいて、情報表示器自身の表示情
報を書き換えるか書き換えないかを決定するように構成
された判定回路を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一方の基板が透明な情報表示領域を備える２つの基板と、
　前記２つの基板の間に対向して配置された複数の表示用電極と、
　複数の前記表示用電極間に配置されており前記表示用電極間に印加した電圧によって駆
動される表示媒体と、
　前記表示用電極と電気的に接続されており制御装置から送信される制御信号によって前
記情報表示領域に情報を表示するように前記表示用電極間に電圧を印加する駆動回路と、
　前記制御装置と連結される連結機構とを有する情報表示器であって、
　前記連結機構は、前記制御装置と電気的に接続される導通部分と、前記制御装置と電気
的に絶縁された絶縁部分と、を有し、
　前記導通部分には、前記制御信号を受信する制御信号受信部が形成されており、
　前記導通部分と前記絶縁部分との配置パターンと、前記制御信号受信部によって受信し
た制御信号とに基づいて、当該情報表示器自身の表示情報を書き換えるか書き換えないか
を決定するように構成された判定回路を有することを特徴とする情報表示器。
【請求項２】
　前記導通部分には、前記制御装置と電気的に接続され、かつ前記制御信号を受信しない
導通接続部が形成されており、
　前記判定回路は、前記導通接続部と前記絶縁部分の配置パターンと、前記制御信号受信
部によって受信した制御信号とに基づいて、当該情報表示器自身の表示情報を書き換える
か書き換えないかを決定する、ことを特徴とする請求項１に記載の情報表示器。
【請求項３】
　複数の情報表示器と、
　複数の前記情報表示器に情報を表示するように制御する制御装置と、を備え、
　前記情報表示器の各々は、
　少なくとも一方の基板が透明な情報表示領域を備える２つの基板と、
　前記２つの基板の間に対向して配置された複数の表示用電極と、
　複数の前記表示用電極間に配置されており前記表示用電極間に印加された電圧によって
駆動される表示媒体と、
　前記表示用電極と電気的に接続されており制御装置から送信される制御信号によって前
記情報表示領域に情報を表示するように前記表示用電極間に電圧を印加する駆動回路と、
を備える情報表示システムであって、
　前記制御装置は、前記情報表示器の各々と連結される制御装置側連結機構を有し、
　前記制御装置側連結機構には、前記制御信号を送信する制御信号送信部が形成され、
　前記情報表示器の各々は、前記制御装置と連結される情報表示器側連結機構を有し、
　前記情報表示器側連結機構は、前記制御装置と電気的に接続される導通部分と、前記制
御装置と電気的に絶縁された絶縁部分と、を有し、
　前記導通部分には、前記制御信号を受信する制御信号受信部が形成されており、
　前記情報表示器の各々は、前記導通部分と前記絶縁部分との配置パターンと、前記制御
信号受信部によって受信した制御信号とに基づいて、当該情報表示器自身の表示情報を書
き換えるか書き換えないかを決定するように構成された判定回路を有しており、
　前記情報表示器側連結機構における前記導通部分と前記絶縁部分の配置パターンは、前
記情報表示器毎に異なっていることを特徴とする情報表示システム。
【請求項４】
　前記制御装置側連結機構は、
　前記情報表示器が載置される載置部と、
　前記載置部の平面から突出し一方向に並列して形成された突出部と、を有し、
　前記情報表示器の平面形状は、矩形状であり、
　前記情報表示器側連結機構は、
　前記突出部に対応して前記情報表示器の一辺に並列された複数の貫通孔を有し、
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　前記複数の貫通孔の少なくとも１の貫通孔は、前記絶縁部分を構成し、
　前記絶縁部分を構成する貫通孔は、前記突出部に接しないことを特徴とする請求項３に
記載の情報表示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の表示用電極と、複数の表示用電極の間に配置され、且つ表示用電極間
に印加された電圧によって駆動される表示媒体とを有する情報表示器、及び複数の情報表
示器が一纏めに綴られた冊子型の情報表示システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、少なくとも観察側となる基板が透明な２枚の基板を対向させて形成した空間に、
電気的に駆動できる表示媒体を配置した情報表示パネルが情報表示器として知られている
。
【０００３】
　更に、紙と同様に、複数の情報表示器を見開き可能に綴った情報表示装置が開示されて
いる（例えば、特許文献１参照）。このような情報表示装置によれば、情報表示器を冊子
のように利用することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１６２９０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、特許文献１に記載された情報表示装置では、次のような問題点があった。す
なわち、情報表示装置の各情報表示器を一度見開きにしなければ、本体に認識されず、各
情報表示器に表示させる情報の書き換えを行うことができなかった。
【０００６】
　そこで、本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、複数の情報表示器を
冊子状に綴った状態で個別に識別可能で、且つ該当する情報表示器に所定の情報を表示さ
せることができる情報表示器、及び情報表示システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決するため、本発明の特徴は、少なくとも一方の基板が透明な情報表
示領域を備える２つの基板と、前記２つの基板の間に対向して配置された複数の表示用電
極と、複数の前記表示用電極間に配置されており前記表示用電極間に印加した電圧によっ
て駆動される表示媒体と、前記表示用電極と電気的に接続されており制御装置から送信さ
れる制御信号によって前記情報表示領域に情報を表示するように前記表示用電極間に電圧
を印加する駆動回路と、前記制御装置と連結される連結機構とを有する情報表示器であっ
て、前記連結機構は、前記制御装置と電気的に接続される導通部分と、前記制御装置と電
気的に絶縁された絶縁部分と、を有し、前記導通部分には、前記制御信号を受信する制御
信号受信部が形成されており、前記導通部分と前記絶縁部分との配置パターンと、前記制
御信号受信部によって受信した制御信号とに基づいて、当該情報表示器自身の表示情報を
書き換えるか書き換えないかを決定するように構成された判定回路を有することを要旨と
する。
【０００８】
　本発明の特徴によれば、情報表示器が備える判定回路が、導通部分と絶縁部分との配置
パターンと、制御信号受信部によって受信した制御信号とに基づいて、その情報表示器の
表示情報を書き換えるか書き換えないかを決定する。このため、制御装置は、導通部分と
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絶縁部分との配置パターンと、制御装置が送信した制御信号とに基づいて、特定した所定
の情報表示器に情報を表示させる処理を行わせることができる。
【０００９】
　また、本発明の特徴によれば、制御装置に連結される全ての情報表示器の駆動回路に向
けて制御信号を送信し、表示情報を書き換えることになった情報表示器のみにおいて書き
換えを実行することができる。これにより、制御装置と複数の情報表示器との電気的な接
続部を共通化できる。従って、１台の制御装置と複数の情報表示器とを連結する連結機構
に電気的な接続部を設けて、複数の情報表示器を綴じた構造の冊子を形成することができ
る。
【００１０】
　本発明に係る情報表示システムは、複数の情報表示器と、複数の前記情報表示器に情報
を表示するように制御する制御装置と、を備え、前記情報表示器の各々は、少なくとも一
方の基板が透明な情報表示領域を備える２つの基板と、前記２つの基板の間に対向して配
置された複数の表示用電極と、複数の前記表示用電極間に配置されており前記表示用電極
間に印加された電圧によって駆動される表示媒体と、前記表示用電極と電気的に接続され
ており制御装置から送信される制御信号によって前記情報表示領域に情報を表示するよう
に前記表示用電極間に電圧を印加する駆動回路と、を備え、前記制御装置は、前記情報表
示器の各々と連結される制御装置側連結機構を有し、前記制御装置側連結機構には、前記
制御信号を送信する制御信号送信部が形成され、前記情報表示器の各々は、前記制御装置
と連結される情報表示器側連結機構を有し、前記情報表示器側連結機構は、前記制御装置
と電気的に接続される導通部分と、前記制御装置と電気的に絶縁された絶縁部分と、を有
し、前記導通部分には、前記制御信号を受信する制御信号受信部が形成されており、前記
情報表示器の各々は、前記導通部分と前記絶縁部分との配置パターンと、前記制御信号受
信部によって受信した制御信号とに基づいて、当該情報表示器自身の表示情報を書き換え
るか書き換えないかを決定するように構成された判定回路を有しており、前記情報表示器
側連結機構における前記導通部分と前記絶縁部分の配置パターンは、前記情報表示器毎に
異なっていることを要旨とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、複数の情報表示器を冊子状に綴った状態で個別に識別可能にして、見
開いていない状態（綴じられた冊子を閉じている状態）であっても該当する情報表示器に
所定の情報を表示させることができる情報表示器および複数の情報表示器で構成される情
報表示システムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る情報表示システムの概略構成を示す斜視図であ
る。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係る情報表示システムの分解斜視図である。
【図３】図３は、本発明の実施形態に係る情報表示システムの断面図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態に係る情報表示システムの情報表示器を説明する平面
図である。
【図５】図５は、図４に示す情報表示器のＡ－Ａ線における断面図である。
【図６】図６は、実施形態に係る情報表示器の判定回路の回路構成を部分的に拡大した部
６分拡大図である。
【図７】図７は、本発明の実施形態に係る情報表示器の断面図である。
【図８】図８は、実施形態に係る情報表示器の孔部の拡大図である。
【図９】図９は、実施形態に係る情報表示器の識別信号受信部の判定回路構成を説明する
回路図である。
【図１０】図１０は、実施形態に係る情報表示器に配置される駆動回路と、駆動回路に接
続される接続線を説明する図である。



(5) JP 2013-3166 A 2013.1.7

10

20

30

40

50

【図１１】図１１は、制御装置が複数の情報表示器のうち所定の情報表示器に情報を表示
する処理を説明するフローチャートである。
【図１２】図１２は、制御装置側連結機構の変形例を説明する図である。
【図１３】図１３は、制御装置側連結機構の変形例を説明する図である。
【図１４】図１４は、制御装置側連結機構の変形例を説明する図である。
【図１５】図１５は、制御装置側連結機構において電気を導通するための構造の変形例を
説明する図である。
【図１６】図１６は、図１５のＤ－Ｄ線における断面図である。
【図１７】図１７（ａ）は、図１５，１６に示す変形例に対応する孔部を説明する平面図
であり、図１７（ｂ）は、孔部の変形例を説明する平面図である。
【図１８】図１８は、本実施形態に係る情報表示システムに適用可能な情報表示器の一例
を説明する概略斜視図である。
【図１９】図１９は、情報表示システムの機能ブロック構成図である。
【図２０】図２０は、情報表示システムに適用可能な情報表示器の一例である粒子移動型
の情報表示器の一部を分解して示す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態に係る情報表示器の一例及び制御装置の一例について、図面を
参照しながら説明する。具体的には、（１）情報表示システムの概略構成、（２）情報表
示器の概略構成、（３）識別信号受信部の構成、（４）判定回路の回路構成、（５）情報
表示器に情報を表示する処理、（６）作用・効果、（７）連結機構の変形例、（８）連結
機構の導通構造の変形例、（９）情報表示器の概略構成、（１０）その他実施形態につい
て説明する。
【００１４】
　以下の図面の記載において、同一または類似の部分には、同一又は類似の符号を付して
いる。図面は模式的なのものであり、各寸法の比率などは現実のものとは異なることを留
意すべきである。具体的な寸法などは、以下の説明を参酌して判断すべきものである。図
面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれていることは勿論であ
る。
【００１５】
　（１）情報表示システムの概略構成
　図１は、情報表示システム１００の概略構成を示す斜視図である。図２は、情報表示シ
ステム１００の分解斜視図である。図３は、情報表示システム１００の断面図である。情
報表示システム１００は、複数の情報表示器１１０と、複数の情報表示器１１０に対する
情報の表示を制御する制御装置１２０とを備える。実施形態では、制御装置１２０は、外
装体Ｃを構成している。制御装置１２０は、ＣＰＵ２０、グラフィックコントローラ３０
、メモリなどを備えており、情報表示器１１０への情報の表示を制御する。
【００１６】
　実施形態に係る情報表示システム１００では、制御装置１２０には、外装体Ｃから突出
した複数の突出部１２１が形成されており、複数の情報表示器１１０には孔部（貫通孔）
１１０ｈが形成されている。孔部１１０ｈに突出部１２１が貫通されることにより、情報
表示器１１０が制御装置１２０に取り付けられる。複数の情報表示器１１０は、制御装置
１２０に冊子状に綴られている。また、制御装置１２０には、パーソナルコンピュータ（
ＰＣ）、その他の電子機器、記憶装置などと接続可能な接続端子が設けられていてもよい
（不図示）。
【００１７】
　さらにまた、情報表示を実行する時に必要な電源供給は、外装体Ｃにシート電池やコイ
ン型電池などの電源を搭載して制御装置１２０と接続させたり、外装体Ｃに設けた制御装
置１２０と接続した接続端子に外部電源を接続させたりして行うことができる。
【００１８】
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　図１には、冊子状に綴じられた情報表示器の外装体Ｃに制御装置１２０を設けた構成を
示したが、制御装置１２０を、冊子状に綴じられた情報表示器とは別体として、外装体Ｃ
に設けられた接続端子に接続して情報表示を実行する構成の情報表示システムとしてもよ
い。
【００１９】
　　実施形態では、突出部１２１は、情報表示器１１０が積層して載置される外装体Ｃの
載置部Ｃａから突出し、一方向に並列して形成されている。突出部１２１のうちのいくつ
かは、導電性の部材を備えて形成されており、ＣＰＵ２０などの電子デバイスと電気的に
接続されている。また、孔部１１０ｈは、情報表示器１１０の一辺に並列して所定数形成
されており、孔部１１０ｈのうちのいくつかは、導電性の部材を備えて形成されており、
導電性を備えた突出部１２１と電気的に接続可能に構成されている。突出部１２１と孔部
１１０ｈとは互いに係合可能に構成されている。
【００２０】
　実施形態では、突出部１２１と孔部１１０ｈとは、互いに係合することによって、情報
表示器１１０と制御装置１２０とを機械的に連結するとともに、情報表示器１１０と制御
装置１２０とを電気的に接続する。制御装置１２０は、複数の情報表示器１１０を一纏め
に綴るとともに、情報表示器１１０と電気的に接続されている。すなわち、導電性の部材
を備えた突出部１２１と導電性の部材を備えた孔部（貫通孔）１１０ｈとは、情報表示器
１１０と制御装置１２０との物理的、機械的に連結する部分であって、かつ電気的に接続
する部分である。導電性の部材を備えない突出部１２１と導電性の部材を備えない孔部（
貫通孔）１１０ｈとは、情報表示器１１０と制御装置１２０とを専ら、物理的、機械的に
連結する部分となる。実施形態において、突出部１２１は、制御装置側連結機構を構成し
、孔部１１０ｈは、情報表示器側連結機構を構成する。突出部１２１および孔部１１０ｈ
のいくつかを、専ら物理的、機械的係合構造を形成する構造部材として、電気的接続とは
無関係に形成することができる。
【００２１】
　図１に示す情報表示システム１００は、少なくとも表面が絶縁性の材料で形成された留
め具１３０を備える。突出部１２１に孔部１１０ｈが挿通されることによって積層された
情報表示器１１０は、絶縁性の留め具１３０によって、導電部分が形成された突出部１２
１同士がリークしない状態で固定されている。
【００２２】
　（２）情報表示器の概略構成
　図４は、情報表示器１１０を説明する平面図である。実施形態において、情報表示器１
１０は、矩形状の薄いパネル型であって、電子ペーパーなどとして用いることができる。
ここで言う矩形状は、ノート用紙などで一般的に知られている形状であり、角部が丸くカ
ットされていたり、角部が少し直線的にカットされていたりすることを含む。情報表示器
１１０には、情報が表示される情報表示領域１１０ａが形成されている。
【００２３】
　図５は、図４に示す情報表示器１１０のＡ－Ａ線における断面図である。情報表示器１
１０は、一対の基板（観察側基板１８１，背面側基板１８２）を備える。観察側基板１８
１は、透明である。情報表示領域１１０ａは、観察側基板１８１に形成される。観察側基
板１８１には、観察側電極（図４、図５には不図示）が形成されている。また、背面側基
板１８２には、背面側電極１９２が形成されている。一対の表示用電極（観察側電極、背
面側電極）が形成された一対の基板間には、所定の間隔（ギャップ）が形成されており、
観察側電極と背面側電極との間には、表示媒体層１１５が配置されている。
【００２４】
　図２では、各情報表示器の向きを揃えて、すなわち、各情報表示器の表示画面を上にし
て重ねている様子を示しているが、２枚の情報表示器の背面側を貼り合せ、表裏の両面に
表示画面を備えた情報表示器としてもよい。この場合にも貼り合わされた２枚の情報表示
器において、絶縁部分として例えば設ける切欠部３００の配置位置および配置個数で決ま
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る絶縁部分と導通部分との配置パターンは異なる。
【００２５】
　表示媒体層１１５は、帯電性粒子を含んだ粒子群が表示媒体として配置されている気体
層（真空層を含む）または液体層であったり、コレステリック液晶層であったりする。い
ずれも表示メモリ性を備え、無給電状態でも表示させた情報（画像）を保持できる。実施
形態では、表示媒体は、帯電特性及び光学的反射率を有する少なくとも２種類の粒子群で
あり、例えば、負帯電性白色粒子又は正帯電性黒色粒子とされている。これらの帯電性粒
子は、基板間に印加された電圧で形成された電界によって観察側電極に（または背面側電
極）に向けて気体中（真空中を含む）または液体中を移動する。実施形態では、背面側基
板１８２は、情報表示領域１１０ａよりも広く形成されており、情報表示器１１０の骨格
をなす。背面側基板１８２には、電極１１７を介して、駆動回路２００が配置されている
。電極１１７及び駆動回路２００は、絶縁膜１１８によって被覆されている。実施形態で
適用可能な情報表示器１１０の一例については、後述する。
【００２６】
　情報表示器１１０は、平面において、情報表示領域１１０ａの外側に複数の駆動回路２
００ａ～２００ｅを備える。駆動回路２００ａ～２００ｅは、ドライバＩＣとも呼ばれる
ものであり、このドライバＩＣはＯＵＴＰＵＴ（パネルへの信号出力）を無効にする機能
を備えており、後述する観察側電極と背面側電極との間に印加する電圧を制御することに
よって、情報表示領域１１０ａに所望の情報を表示させる。情報表示領域１１０ａの外側
の孔部１１０ｈのいくつかの箇所には、情報表示器１１０のページ番号と対応させるよう
に切欠部（絶縁部分）３００が形成されている。従って、情報表示システムが備える複数
の情報表示器においてこの切欠部（絶縁部分）が設けられた孔部１１０ｈの配置位置およ
び配置個数によるパターンはそれぞれ異なる。制御装置側に備えるＣＰＵ２０から複数の
情報表示器がそれぞれに備える駆動回路に対して制御信号が送信される。制御信号は、後
述する判定回路に送信される識別信号と、情報表示器１１０に表示する描画データを含む
描画データ信号とを含む。
【００２７】
　本実施形態では、制御装置の複数の突出部１２１は、識別信号送信部１２３ｂ、１２３
ｄ、１２３ｆ、１２３ｈ、１２３ｊ、１２３ｌと、導通接続部１２４ａ、１２４ｃ、１２
４ｅ、１２４ｇ、１２４ｉ、１２４ｋと、係合部１２３Ｘと、を有する。識別信号送信部
１２３ｂ、１２３ｄ、１２３ｆ、１２３ｈ、１２３ｊ、１２３ｌは、ＣＰＵからの制御信
号に含まれる識別信号をすべての情報表示器１１０に対して送信する。各情報表示器１１
０は、送信された識別信号について判定回路３１０によって、自身が表示する制御信号（
描画データ信号）であるか、そうでない制御信号（描画データ信号）であるかを判定する
。この判定方法については、図９等を用いて詳細に後述する。
【００２８】
　導通接続部１２４ａ、１２４ｃ、１２４ｅ、１２４ｇ、１２４ｉ、１２４ｋは、情報表
示器１１０の後述する導通接続部と電気的に接続される。係合部１２３Ｘは、情報表示器
１１０の孔部（貫通孔）１１３１Ｘに挿入されて、複数の情報表示器１１０を束ねる機能
を有する。なお、本実施の形態では、複数の突出部１２１のうち、両端の突出部１２１を
係合部１２３Ｘとして構成しているが、係合部１２３Ｘは、別の突出部１２１によって構
成してもよいし、１個であってもよいし、３個以上であってもよい。また、突出部１２１
は、係合部１２３Ｘを備えていなくてもよい。
【００２９】
　本実施形態では、情報表示器１１０の複数の孔部（貫通孔）１１０ｈは、導電性の部材
を備えて導通部分を構成する孔部と、導電性の部材を備えずに導通部分を構成しない孔部
とを有する。導通部分を構成する孔部は、突出部１２１の識別信号送信部１２３ｂ、１２
３ｄ、１２３ｆ、１２３ｈ、１２３ｊ、１２３ｌに対応して識別信号を受信する識別信号
受信部１１３１ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌと、
制御装置の導通接続部１２４ａ、１２４ｃ、１２４ｅ、１２４ｇ、１２４ｉ、１２４ｋと
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電気的に接続される導通接続部１１３１ａ、１１３１ｃ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１
３１ｉ、１１３１ｋとを有する。導通部分を構成しない孔部は、制御装置の係合部１２３
Ｘが挿入され、制御装置と情報表示器１１０とを物理的、機械的に接続するための係合孔
部（貫通孔）１１３１Ｘである。
【００３０】
　係合孔部１１３１Ｘは、機械的係合にのみ用いる孔部であり、導電性の部材を備えてい
ない孔部とすることができるが、もちろん、導電性の部材を備えた孔部とすることもでき
る。係合部１２３Ｘは機械的係合にのみ用いる突出部であり、導電性の部材を備えていな
い突出部とすることができるが、もちろん、導電性の部材を備えた突出部とすることもで
きる。なお、本実施の形態では、複数の孔部１１０ｈのうち係合部に対応する両端の孔部
を係合孔部１１３１Ｘとして構成しているが、係合孔部１１３１Ｘは、導電性の部材を備
える別の孔部よって構成してもよいし、導電性の部材を備えない孔部によって構成しても
よいし、１個であってもよいし、３個以上であってもよい。また、情報表示器１１０は、
係合孔部１１３１Ｘを備えていなくてもよい。
【００３１】
　図６は、情報表示器１１０の識別信号受信部１１３１ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｆ、１
１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌと、識別信号受信部以外の導通部分である導通接続部
１１３１ａ、１１３１ｃ（不図示、絶縁部分１１３２（切欠部３００）として図示）、１
１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３１ｋおよび情報表示器が備える判定回路の構
成を示した部分拡大図である。図７（ａ）は、識別信号送信部１２３ｈ及び識別信号受信
部１１３１ｈを通る断面における情報表示器の部分断面図であり、図７（ｂ）は、導通接
続部１２４ｃ及び絶縁部分１１３２（切欠部３００）を通る断面における情報表示器の部
分断面図である。
【００３２】
　情報表示器１１０において、識別信号受信部１１３１ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｆ、１
１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌ（図中、●印の部分）以外の導通接続部１１３１ａ、
１１３１ｃ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３１ｋ（図中、○印の部分）に
おいて絶縁部分が形成される。ここでは、別の情報表示器においては導通部分となる１１
３１ｃの部分に、切欠部３００として絶縁部分１１３２が形成されている。識別信号受信
部１１３１ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌ及び導通
接続部１１３１ａ、１１３１ｃ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３１ｋは、
互いに隣接配置されて判定回路を構成している。
【００３３】
　この判定回路を構成している識別信号受信部以外の導通部分において、絶縁部分として
例えば設ける切欠部３００の配置位置および配置個数で決まる絶縁部分と導通部分との配
置パターンは、情報表示器ごとに異なる。導電性の部材を備えた突出部１２１のうち導通
接続部１２４ｃは、切欠部３００において、情報表示器１１０と電気的に接続されない。
すなわち、切欠部３００は絶縁部分１１３２を構成する。
【００３４】
　（３）識別信号受信部の構成
　情報表示器１１０の判定回路を構成する導通部分は、識別信号受信部１１３１ｂ、１１
３１ｄ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌと、導通接続部１１３１ａ、
１１３１ｃ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３１ｋとで構成される。導通接
続部１１３１ａ、１１３１ｃ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３１ｋには、
絶縁部分１１３２（例えば切欠部３００）が少なくとも一つ設けられる。識別信号受信部
１１３１ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌは、識別信
号を送信する制御装置１２０の識別信号送信部１２３ｂ、１２３ｄ、１２３ｆ、１２３ｈ
、１２３ｊ、１２３ｌと電気的に接続される。導通接続部１１３１ａ、１１３１ｃ、１１
３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３１ｋは、制御装置１２０の導通接続部１２４ａ
、１２４ｃ、１２４ｅ、１２４ｇ、１２４ｉ、１２４ｋと電気的に接続されるが、この情
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報表示器１１０において導電部分１１３１ｃは、絶縁部分１１３２とされるので、制御装
置１２０の導通接続部１２４ｃと電気的に絶縁される。
【００３５】
　図６の絶縁部分１１３２は切欠部として示しているが、切り欠きではなく孔部（貫通孔
）とすることもできる。絶縁部分１１３２が切り欠きではなく孔部（貫通孔）として形成
される孔部１１０ｈにおいては導電性部材を少なくとも孔の内側に露出させない。そして
その孔径は、対応する位置にある制御装置側の導電性の部材を備えた突出部である導通接
続部１２４ｃの直径よりも大きい。
【００３６】
　絶縁部分１１３２を孔部（貫通孔）として形成する場合、貫通孔の孔径は、導通接続部
１１３１ａ、１１３１ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｅ、１１３１ｆ、１１３１ｇ、１１３１
ｈ、１１３１ｉ、１１３１ｊ、１１３１ｋ、１１３１ｌが形成された貫通孔の孔径よりも
大きくする。実施形態では、絶縁部分１１３２は、貫通孔を円形ではなく貫通孔の面積よ
りも大きな面積の矩形に切り欠いた切欠部３００としている。導通接続部１１３１ｃとな
る孔部１１０ｈにおいて孔径を大きくして形成した孔部１１０ｈは、導通接続部１２４ｃ
に接触しないので電気的に絶縁される絶縁部分１１３２となる。
【００３７】
　なお、図６では切欠部３００を設けて絶縁部分１１３２を形成している例を示している
が、図６において、導通接続部１１３１ａ、１１３１ｃ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１
３１ｉ、１１３１ｋから論理回路側に延びる配線を断線させて絶縁部分１１３２を形成し
てもよい。この場合には、絶縁部分１１３２とする孔部１１０ｈも他の導通接続部１１３
１ａ、１１３１ｃ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３１ｋとする孔部１１０
ｈと同様に設けておくことができる。
【００３８】
　図８は、情報表示器１１０の平面視において導電性の部材を備えた孔部１１０ｈ（導通
接続部１１３１ａが形成された孔部）を拡大した拡大図である。情報表示器１１０の背面
側（ここでは背面側基板１８２）に形成された孔部１１０ｈは、貫通されている。図８に
示すように、電極１１７は、露出部１１７ａを有する。露出部１１７ａは、孔部１１０ｈ
の中心に向けて突出し、露出している。露出部１１７ａは、導電性の部材を備えた突出部
（図２では１２１）と接触することにより、情報表示器１１０と制御装置１２０とが電気
的に導通可能になる。図５に示す例では、孔部１１０ｈを情報表示器の背面側基板に設け
ているが、孔部１１０ｈは、情報表示器の一辺に実装されたテープキャリアパッケージ（
ＴＣＰ）やフレキシブル回路基板（ＦＰＣ）に設けることもできる。
【００３９】
　（４）判定回路の回路構成
　図９は、実施形態に係る情報表示器１１０の識別信号受信部１１３１ｂ、１１３１ｄ、
１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌに設けられる判定回路の回路構成を説
明する回路図である。図９には、識別信号を含む制御信号を送信するＣＰＵ２０及び、切
欠部３００として示した絶縁部分１１３２、制御装置１２０側および情報表示器１１０側
の導通部分の近傍の一部が示されている。図１０は、実施形態に係る情報表示器１１０に
配置される駆動回路２００ａ～２００ｅと、駆動回路２００ａ～２００ｅに接続される接
続線を説明する図である。
【００４０】
　識別信号受信部１１３１ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１
３１ｌは、制御装置１２０の導電性の部材を備えた突出部１２１のうち識別信号送信部１
２３ｂ、１２３ｄ、１２３ｆ、１２３ｈ、１２３ｊ、１２３ｌと電気的に接続される。識
別信号受信部以外の導通接続部１１３１ａ、１１３１ｃ（図９では切欠部３００として図
示）、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３１ｋは、制御装置１２０の導通接続
部１２４ａ、１２４ｃ、１２４ｅ、１２４ｇ、１２４ｉ、１２４ｋと電気的に接続される
。この導通接続部１１３１ａ、、１１３１ｃ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｈ、１
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１３１ｋの少なくとも一つに、制御装置１２０側と電気的に接続されない絶縁部分１１３
２（例えば切欠部３００）を設ける。
【００４１】
　図９に示す情報表示器１１０では、他の情報表示器において導通接続部１１３１ｃとな
る部分に絶縁部分１１３２を切欠部３００として形成することによって、１個の絶縁部分
と５個の導通接続部との配置パターンを構成して、当該情報表示器の識別情報としている
。図６に示すような識別信号受信部以外の導通接続部を６個、判定回路に設けた構成の情
報表示器１１０においては、１個から６個まで絶縁部分を設けることができ、〔２６－１
〕通りの配置パターンを得ることができる。
【００４２】
　なお、絶縁部分は、１つの情報表示器１１０において、１個設けてもよいし、複数個設
けてもよい。また、情報表示システムが備える複数の情報表示器のうち１つの情報表示器
は、絶縁部分が設けられていなくもよい。すなわち、複数の情報表示器において、絶縁部
分の配置パターンが互いに異なるように構成されていればよい。
【００４３】
　なお、識別信号受信部１１３１ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ
、１１３１ｌ、導通接続部１１３１ａ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｈ、１１３１
ｋ、及び絶縁部分１１３２は、例えば図９に示すように形成されて、ＸＮＯＲ回路３１１
、ＮＡＮＤ回路３１２を論理回路として備えた判定回路３１０を構成して、識別信号受信
部１１３１ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌを介して
受信した識別信号と、当該情報表示器における絶縁部分（導通接続部に形成される絶縁部
分）と導通部分（導通接続部に形成される導通部分）との配置パターンで決められた識別
情報とを比較して一致するか一致しないかを判定し、判定結果に応じて当該情報表示器が
備える駆動回路２００ａ～２００ｅのアウトプットイネーブル（ＯＵＴＰＵＴ－ＥＮＡＢ
ＬＥ）を有効にしたり無効にしたりできるように駆動回路２００ａ～２００ｅと電気的に
接続されるように構成されている。
【００４４】
　判定回路３１０の出力線は分岐されており、駆動回路２００ａ～２００ｅの各々に接続
されている。ここでは、駆動回路２００ａ～２００ｅのアウトプットイネーブル用ライン
３２０ａ～３２０ｅに接続している。
【００４５】
　図９に示す例とは異なる回路配線にして、駆動回路２００ａ～２００ｅのチップセレク
ト用ライン３２０ａ～３２０ｅに接続するような構成にすることもでき、判定回路を構成
する回路配線は、図９に示す例に限定されるものではない。
【００４６】
　判定回路には、当該情報表示器を特定するための識別情報が必要である。上述の図９に
示した実施形態では、判定回路内に形成した絶縁部分１１３２（切欠部３００）の個数と
位置とで決められる配置パターンが上記識別情報として形成されているが、識別情報はこ
れに限られず、当該情報表示器を特定する情報、例えばページ番号を記憶させたＩＣチッ
プ（メモリ）を設けて、制御装置から描画データとともに送信された識別信号と、メモリ
に記憶させてあるページ番号情報とを比較して、一致か不一致かを判定するような構成に
することもできる。
【００４７】
　図９に示したように、絶縁部分１１３２（例えば、切欠部３００）を備えた情報表示器
の方が、ＩＣチップメモリを備えた情報表示器よりも回路構成が簡単であるとともに、高
価なＩＣチップを要しないことで安価にできるという利点がある。
【００４８】
　　（５）情報表示器に情報を表示する処理
　次いで、図１１に基づいて、判定回路の具体的な判定態様、及び制御装置１２０が複数
の情報表示器１１０に情報を表示する処理について説明する。図１１は、制御装置１２０
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が複数の情報表示器１１０に情報を表示する処理を説明するフローチャートである。以下
に示す具体例では、１つの制御装置に６４枚の情報表示器１１０が綴じられており、２頁
目にあたる＃２情報表示器のデータを表示する場合を説明する。よって、制御装置のＣＰ
Ｕから２ページ目を識別するための識別信号を含んだ制御信号を送信し、２ページ目に描
画データ信号に基づく画像を表示させる。
【００４９】
　ステップ１において、制御装置１２０は、制御信号を情報表示器１１０に対して送信す
る。具体的には、描画データ信号送信部１２２を介して、情報表示領域１１０ａに所望の
情報を表示させるための描画データ信号を情報表示器１１０に対して送信し、識別信号送
信部１２３ｂ、１２３ｄ、１２３ｆ、１２３ｈ、１２３ｊ、１２３ｌを介して、判定回路
において情報表示器１１０を識別するための識別信号を情報表示器１１０に対して送信す
る。
【００５０】
　描画データ信号送信部１２２からの描画データ信号は、情報表示器１１０の描画データ
信号受信部１１２０によって受信し、駆動回路２００ａ～２００ｅに入力される。なお、
識別信号および描画データ信号は、全ての情報表示器１１０に対して送信される。
【００５１】
　ステップ２１において、＃２情報表示器は、識別信号受信部１１３１ｂ、１１３１ｄ、
１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌで受信した識別信号と、絶縁部分１１
３２（切欠部３００）と導通接続部１１３１ａ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｈ、
１１３１ｋとの配置パターンとで決まる識別情報と、を比較して一致しているか一致して
いないかを判定する。
【００５２】
　具体的には、制御装置１２０の識別信号送信部１２３ｂ、１２３ｄ、１２３ｆ、１２３
ｈ、１２３ｊ、１２３ｌから情報表示器１１０側の判定回路に、２ページ目に表示すべき
識別信号（例えば、「０１００００」）が６４枚全ての情報表示器１１０に対して送信さ
れる。＃２情報表示器は、識別信号受信部１１３１ｂ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３
１ｊ、１１３１ｌの出力が「０」となる。一方、識別信号受信部１１３１ｄの出力が「１
」となる。また、導通接続部１１３１ａ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３
１ｋの出力は、導通接続部１２４ａ、１２４ｅ、１２４ｇ、１２４ｉ、１２４ｋを介して
接地されて、「０」となる。一方、切欠部３００が形成された部分は、接地されないため
「１」が出力される。よって、＃２情報表示器１１０では、判定回路３１０のＸＮＯＲ回
路３１１の出力側の真理値は、「１１１１１１」となる。全てのＸＮＯＲ回路３１１の出
力が「１」となり、ＮＡＮＤ回路３１２の出力は「０」となる。すなわち、＃２情報表示
器においては、＃２情報表示器の識別情報と受信した識別信号とが一致する（ステップ２
１：ＹＥＳ）。
【００５３】
　よって、スイッチ３５０がオフ（ＯＦＦ）となって（ステップ３１）、駆動回路２００
ａ～２００ｅのアウトプットイネーブル（ＯＵＴＰＵＴ－ＥＮＡＢＬＥ）が有効となり（
ステップ４１）、ＣＰＵからの出力信号を受信した際に、駆動回路２００ａ～２００ｅか
ら情報表示器の情報表示領域１１０ａへ描画データが出力される（ステップ５１）。よっ
て、＃２情報表示器の書き換えが実行される（ステップ６１）。
【００５４】
　一方、他のページ、例えば、１ページ目にあたる＃１情報表示器は、導通接続部１１３
１ａに対応する部分に切り欠きが形成されている。ステップ１において、制御装置１２０
が、＃１情報表示器に対して制御信号（２ページ目に表示する描画データと２ページ目を
識別するための識別信号）を送信すると、＃１情報表示器は、識別信号受信部１１３１ｂ
、１１３１ｄ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌで受信した識別信号と
、絶縁部分１１３２（切欠部３００）と導通接続部１１３１ａ、１１３１ｅ、１１３１ｇ
、１１３１ｈ、１１３１ｋとの配置パターンとで決まる識別情報と、を比較して一致して
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いるか一致していないかを判定する。
【００５５】
　具体的には、制御装置１２０の識別信号送信部１２３ｂ、１２３ｄ、１２３ｆ、１２３
ｈ、１２３ｊ、１２３ｌから＃１情報表示器１１０側の判定回路に、２ページ目に表示す
べき描画データであることを識別するための識別信号（例えば、「０１００００」）が送
信される。
【００５６】
　識別信号受信部１１３１ｂ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌの出力
は、「０」となる。一方、識別信号受信部１１３１ｄの出力は、「１」となる。また、導
通接続部１１３１ｃ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３１ｋの出力は、導通
接続部１２４ｃ、１２４ｅ、１２４ｇ、１２４ｉ、１２４ｋを介して接地されて、「０」
となる。一方、切欠部３００が形成された部分は、接地されないため「１」が出力される
。よって、＃１情報表示器１１０では、判定回路３１０のＸＮＯＲ回路３１１の出力側の
真理値は、「００１１１１」となる。全てのＸＮＯＲ回路３１１の出力が「１」とならな
いため、ＮＡＮＤ回路３１２の出力は「１」となる。すなわち、＃１情報表示器において
は、＃１情報表示器の識別情報と受信した識別信号とが一致しない（ステップ２１：ＮＯ
）。
【００５７】
　よって、スイッチ３５０がオン（ＯＮ）となって（ステップ３２）、駆動回路２００ａ
～２００ｅのアウトプットイネーブル（ＯＵＴＰＵＴ－ＥＮＡＢＬＥ）が無効となり（ス
テップ４２）、ＣＰＵからの出力信号を受信しても、駆動回路２００ａ～２００ｅから情
報表示器の情報表示領域１１０ａへ描画データが出力されない(ステップ５２)。よって、
＃１情報表示器（＃２情報表示器以外の他の情報表示器も同様）の書き換えが実行されな
い（ステップ６２）。
【００５８】
　なお、ここでは、１ページ目にあたる＃１情報表示器を例に挙げて説明しているが、３
ページ目にあたる＃３情報表示器、４ページ目にあたる＃４情報表示器、５ページ目にあ
たる＃５情報表示器のほか６４ページ目にあたる＃６４情報表示器までの他の情報表示器
については、＃１情報表示器１１０同様に、入力された識別信号と切欠部３００の配置パ
ターンが一致せず、書き換えが実行されない。
【００５９】
　このように、情報表示システム１００では、識別信号受信部１１３１ｂ、１１３１ｄ、
１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌで受信した識別信号と、絶縁部分１１
３２（切欠部３００）と導通接続部１１３１ａ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｈ、
１１３１ｋとの配置パターンで決まる識別情報とを比較して一致しているか一致していな
いかを判定する判定回路３１０を備えており、識別信号と識別情報とが一致した情報表示
器１１０の情報表示領域１１０ａに、駆動回路２００ａ～２００ｅから描画データが出力
される。これにより、制御装置１２０から送信された識別信号に一致した情報表示器１１
０にだけ、この識別信号を含んだ制御信号に基づいた所定の描画データに基づいた情報（
表示させたい情報）が表示される。
【００６０】
　また、上記本発明の実施形態で示した判定回路の構成は一例である。上記実施形態では
絶縁部分（切欠部）と、ＣＰＵの各端子からの入力をＸＮＯＲ論理回路で比較しているが
、例えば、ＣＰＵ端子からの入力を一度シフトレジスタで受ける方法等も考えられる。こ
のように、絶縁部分（切欠部）の配置パターンとして与えられる情報と、制御装置から送
信される識別信号による情報を比較して、一致しているか一致していないかを検出して判
定する回路は、本発明の実施形態に記載した論理回路（ＸＮＯＲ、ＮＡＮＤ）に限定され
るものではなく、他の論理回路やメモリ回路など一般的に用いられる電子回路とすること
もできる。絶縁部分（切欠部）の配置パターンと、電子回路とを組み合せて判定回路を構
成した情報表示器を用いて本発明の情報表示システムを構成している点に特徴がある。
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【００６１】
　（６）作用・効果
　実施形態として示す情報表示システム１００では、制御装置１２０に形成される複数の
突出部１２１は、制御装置側連結機構を構成している。また、突出部１２１のうち導電性
の部材を備えた突出部１２１のいくつかは、駆動回路２００ａ～２００ｅを制御する制御
信号を送信する制御信号送信部を構成している。制御信号送信部のいくつかは、制御信号
に含まれる識別信号（情報表示器１１０を識別するために送信する信号）を送信する識別
信号送信部１２３を構成し、他の制御信号送信部のいくつかは、描画データを含む描画デ
ータ信号を送信する描画データ信号送信部１２２を構成している。突出部１２１のいくつ
かは、電気的接続を行わずに、単に機械的接続を行うために用いることができる。この突
出部は、導電性の部材を備えていなくてもよい。
【００６２】
　情報表示器１１０に形成される判定回路３１０を構成し、電気的接続に供される導電性
の部材を備えた孔部（貫通孔）１１０ｈは、識別信号送信部と接続される識別信号受信部
と、導通接続部とで構成され、ている。識別信号受信部と、導通接続部とはペアとなって
配置され、絶縁部分１１３２（例えば切欠部３００）は、この導通接続部において形成さ
れる。この導通接続部において設ける絶縁部分１１３２は、１個でも複数個でもよく、配
置個数と配置位置との組み合わせによって複数の配置パターンが形成される。識別信号受
信部１１３となる導通部分（導通接続部）と、それ以外の導通部分（導通接続部）とのペ
アがＮ個ある判定回路では、〔２Ｎ（２のＮ乗）－１〕個の配置パターンが形成できる。
図９に一例として導通接続部において形成される導通接続部において形成される絶縁部分
が１個の例を示したが、絶縁部分を複数（図９のように、例えば６個のＸＮＯＲ回路を備
える判定回路構成では６個まで）形成することができ、図９のように、導通接続部におい
て形成される絶縁部分を少なくとも備え、導通部分と絶縁部分の配置パターンが異なる６
３（２６－１）個の情報表示器と、絶縁部分（切欠部）がない情報表示器を１個加えた６
４個（２６）個、すなわち、Ｎ個のＸＮＯＲ回路を備える情報表示器においては、２Ｎ〔
（２のＮ乗）〕個の情報表示器を備えた情報表示システムとすることができる。
【００６３】
　情報表示システム１００では、識別信号受信部１１３１ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｆ、
１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌで受信した識別信号と、絶縁部分１１３２（切欠部
３００）と導通接続部１１３１ａ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｈ、１１３１ｋと
の配置パターンによって決まる識別情報と、を比較して一致しているか一致していないか
を判定し、この識別信号とこの識別情報とが一致した情報表示器１１０に対してだけ駆動
回路２００ａ～２００ｅのアウトプットイネーブルが有効になり、制御信号（描画データ
信号）に基づく出力が可能となる。そして、この識別信号とこの識別情報とが一致した情
報表示器にだけ、この識別信号を含んだ制御信号（描画データ信号）に基づいた所定の情
報（画像）を表示させることができる。
【００６４】
　従って、制御装置１２０から送信された識別信号と一致した情報表示器１１０に所定の
情報（画像）が表示される。また、情報表示システム１００は、「ページ」を構成する複
数の情報表示器１１０が見開き状態か否かによらず、すなわち、冊子状の情報表示システ
ム１００では、冊子を閉じたままで、所定の情報表示器１１０に対して、所定の情報（画
像）を表示させることができる。
【００６５】
　本実施形態に係る情報表示システム１００では、制御装置１２０は、連結された全ての
情報表示器１１０の判定回路に識別信号を送信し、この識別信号と、情報表示器の番号を
識別するための識別情報とが一致した情報表示器１１０が備える駆動回路２００ａ～２０
０ｅのみアウトプットイネーブルが有効になる。この情報表示器の番号を識別するための
識別情報は、識別信号受信部以外の導通部分において、絶縁部分（切欠部）の配置位置お
よび絶縁部分（切欠部）の配置個数と、他の導通部分との組み合わせで決まる配置パター
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ンとして与えられ、判定回路を構成する論理回路を使って、識別信号との一致または不一
致を判定し、一致した場合にスイッチ３５０をオフ（ＯＦＦ）にして、制御装置１２０か
らの制御信号に対して、駆動回路２００ａ～２００ｅのアウトプットイネーブルが有効に
なるように構成されている。
【００６６】
　従って、制御装置１２０において、複数の情報表示器１１０との電気的な接続部を共通
化することができる。これにより、制御装置１２０の突出部１２１に複数の情報表示器１
１０に形成された孔部１１０ｈを挿通することによって情報表示器１１０を冊子状にする
ことができる。
【００６７】
　（７）連結機構の変形例
　（７－１）変形例１
　実施形態では、制御装置側連結機構は、突出部１２１であり、情報表示器側連結機構は
、孔部１１０ｈであると説明した。制御装置側連結機構と情報表示器側連結機構との形態
は変更可能である。
【００６８】
　図１２，１３は、制御装置側連結機構の変形例を説明する図である。図１２に示すよう
に、留め具１３０が設けられる替わりに、外装体Ｃに湾曲部材１４０が取り付けられてい
る。湾曲部材１４０の一方の端部１４０ａは、外装体Ｃに取り付けられている。また、湾
曲部材１４０の他方の端部１４０ｂは、突出部１２１の固定されていない端部１２１ｆに
当接されている。すなわち、湾曲部材１４０と突出部１２１とによって閉じられた環状構
造が形成される。
【００６９】
　湾曲部材１４０は、端部１４０ｂと突出部１２１の端部１２１ｆとが離間する方向に可
動自在に構成されており、突出部１２１に挿通された情報表示器１１０は、リング（湾曲
部材１４０と突出部１２１とによって閉じられた環状構造）から取り外すことができる。
【００７０】
　湾曲部材１４０は、導電性の材料で形成することができる。これにより、情報表示器１
１０を、図１３における右側から左側に移動させた状態で、左側に位置する（すなわち、
ユーザが見ていない情報表示器１１０に情報を表示させる処理を行うことができる。
【００７１】
　（７－２）変形例２
　図１４は、制御装置側連結機構の別の変形例を説明する図である。図１４に示すように
、湾曲部材１４０の一方の端部１４０ａは、回動機構１５０を介して外装体Ｃに取り付け
られている。湾曲部材１４０は、回動機構１５０によって、図１４の矢印方向に回動する
ことにより、端部１４０ｂと端部１２１ｆとが離間する。
【００７２】
　（８）連結機構の導通構造の変形例
　情報表示システム１００では、突出部１２１（或いは変形例１，２として示した湾曲部
材１４０）の一部分に電気を導通する構造が形成されていてもよい。図１５は、連結機構
の電気を導通するための構造の変形例を説明する図である。図１６は、図１５に示すＤ－
Ｄ線における断面図である。
【００７３】
　図１５には、変形例１として示した湾曲部材１４０と類似の形状を有する湾曲部材１６
０が示されている。湾曲部材１６０は、絶縁性の材料で形成されており、絶縁性の材料の
一部に導電性の材料１６１が配置されている。また、この変形例では、突出部１２１も絶
縁性の材料で形成されており、突出部１２１の一部に導電性の材料１６２が配置されてい
る。
【００７４】
　湾曲部材１６０及び突出部１２１において、導電性の材料１６１，１６２は、湾曲部材
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１６０と突出部１２１とによって形成される環状構造の内側の一部に配置される。
【００７５】
　図１７（ａ）、（ｂ）は、図１～図３、図１２～図１５に示す連結機構における情報表
示器の孔部１１０ｈの構造として図８に示した孔部の変形例である孔部１７０を説明する
平面図である。孔部１７０には、孔部１７０の中心に向けて電極の一部が突出している。
孔部１７０の中心に向けて突出した電極（露出電極１７１という）は、制御装置側の突出
部に配置された導電性の材料（図１６で示される例では、１６１，１６２）に対応する位
置に形成されている。
【００７６】
　図１７（ａ）、図１７（ｂ）に示す点線で囲まれた領域Ｒは、電極が露出していない部
分を示している。露出電極１７１は、図２１に示す絶縁性の突出部１２１及び絶縁性の湾
曲部材１６０に配置された導電性の材料１６１，１６２に対応する位置に形成されている
。
【００７７】
　以上説明したように連結機構における制御装置側の突出部１２１の主たる部分を絶縁性
とし一部を導電性にした導通構造を構成することにより、情報表示器１１０に情報を表示
する処理を実行している時などに、ユーザが隣接する突出部１２１（或いは変形例１，２
として示した湾曲部材１４０）同士を同時に触れてしまったとしても、ショートを防止で
き、情報を表示する処理を確実に実行することができる。
【００７８】
　（９）情報表示器の概略構成
　図１８は、本実施形態に係る情報表示システム１００及びこれに適用可能な情報表示器
１１０の構成概要を説明する概略斜視図である。
【００７９】
　図１８に示すように、情報表示器１１０は、一対の電極（観察側電極１９１，背面側電
極１９２）と、一対の基板（観察側基板１８１，背面側基板１８２）とを備える。一対の
基板間には、ギャップ確保用隔壁１１９ａ及び粒子偏在抑制用隔壁１１９ｂ（図１８にお
いては、いずれも不図示。図２０においては、ギャップ確保用隔壁と粒子偏在抑制用隔壁
とを兼用する隔壁としてギャップ確保用隔壁を示している）とが設けられる。
【００８０】
　また、情報表示器１１０は、電極を介して、電気的に駆動する表示メモリ性を有する表
示媒体１１６を配置した表示媒体層１１５を備える。情報表示器１１０は、さらに駆動回
路２００ａ～２００ｅを備え、駆動回路２００ａ～２００ｅ（図２３において不図示、図
２の２００参照）による制御に基づいて、情報表示器１１０の情報表示領域１１０ａに所
望の情報を画像として表示する。
【００８１】
　観察側基板１８１は、情報表示領域１１０ａ側、つまり、観察される側に配置される少
なくとも情報表示領域１１０ａが透明な基板である。背面側基板１８２は、観察側基板１
８１と対向し、情報表示器１１０の背面１１０ｂ側に設けられる。観察側基板１８１及び
背面側基板１８２は、一対の電極（観察側電極１９１，背面側電極１９２）の外側に設け
られる。なお、観察側基板１８１及び背面側基板１８２の厚みは、２５μｍ～２，０００
μｍが好ましく、より好ましくは、２５μｍ～５００μｍであり、さらに好ましくは、２
５μｍ～２００μｍである。
【００８２】
　観察側基板１８１及び背面側基板１８２の材料としては、ポリエチレンテレフタレート
（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリエーテルサルフォン（ＰＥＳ）
、ポリエチレン、ポリカーボネート、ポリイミド、アクリル樹脂などの高分子材料や、ガ
ラス、石英、硬質プラスチックなどが挙げられる。
【００８３】
　ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレートをはじめ、上述した高分子材
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料は可撓性を有するため、情報表示器１１０に可撓性を持たせる場合には、観察側基板１
８１及び背面側基板１８２を形成する材料として好ましい。ここで、本発明に係る情報表
示器１１０の情報表示領域１１０ａにおいては、観察側基板１８１及び背面側基板１８２
は、情報表示システム全体を軽量で薄型にするためできるだけ薄くしたいが、製造時のハ
ンドリングの点を考慮して、それぞれの厚みは２５μｍ以上とされている。
【００８４】
　また、観察側基板１８１及び背面側基板１８２を形成する材料としてガラスを使用した
場合には、２００μｍ以下の厚みとすれば可撓性を有するため、情報表示器１１０に可撓
性を持たせる場合には好ましい。さらには、アルミニウム、銅、ニッケルや、これらの合
金、ステンレスなどの金属材料も可撓性を有するため、情報表示器１１０に可撓性を持た
せる場合には、観察側基板１８１及び背面側基板１８２の材料として使用することができ
るが、基板に形成する電極間で漏電することを防ぐために表面を絶縁体の膜やシートで被
覆する必要がある。
【００８５】
　背面側基板１８２は、必ずしも透明でなくてもよいため、上述した材料のなかから透明
でないものを選択して用いることができる。
【００８６】
　観察側電極１９１は、情報表示領域１１０ａ側、つまり、観察される側に配置される透
明な電極である。背面側電極１９２は、観察側電極１９１と対向し、情報表示器１１０の
背面１１０ｂ側に設けられる。背面側電極１９２は、必ずしも透明でなくてもよい。観察
側電極１９１及び背面側電極１９２を構成する導電性材料としては、（ｉ）酸化インジウ
ム錫（ＩＴＯ）、酸化インジウム、亜鉛ドープ酸化インジウム（ＩＺＯ）、アルミニウム
ドープ酸化亜鉛（ＡＺＯ）、アンチモン錫酸化物(ＡＴＯ)、導電性酸化錫、導電性酸化亜
鉛などの導電金属酸化物類、（ｉｉ）ポリアニリン、ポリビロール、ポリチオフェン（例
えば、ＰＥＤＯＴ：ＰＳＳ）などの導電性高分子類、（ｉｉｉ）金、銀、銅、アルミニウ
ム、ニッケル、クロムなどの金属、（ｉｖ）これらの金属を主成分とする合金が挙げられ
る。
【００８７】
　観察側電極１９１及び背面側電極１９２の形成方法としては、上述した導電性材料をス
パッタリング法、真空蒸着法、ＣＶＤ（化学蒸着）法、塗布法などで薄膜状に形成する方
法や、金属箔（例えば、圧延銅箔）をラミネートする方法、導電剤を溶媒や合成樹脂バイ
ンダーに混合して塗布する方法を用いることができる。なお、観察側電極１９１及び背面
側電極１９２の厚みは、導電性が確保できればよく、０．０１μｍ～１０μｍが好ましく
、０．０５μｍ～５μｍがより好ましい。なお、ＩＴＯなどの金属酸化物系の導電性材料
は、金属材料に比べて可撓性が小さいため、これら金属酸化物系の導電性材料を用いて観
察側電極１９１及び背面側電極１９２を構成する場合には、断線防止のため、可撓性に優
れる銅、アルミニウム、ニッケルや、これらの合金などの金属細線を併用することが好ま
しい。
【００８８】
　ギャップ確保用隔壁１１９ａは、一対の基板間に設けられ、一対の基板間のギャップを
確保するために設けられる。また、ギャップ確保用隔壁１１９ａは、情報表示領域１１０
ａにおいては、一対の基板間に配置した表示媒体１１６が後述するセル１３２内において
偏ることを抑制する粒子偏在抑制用隔壁１１９ｂとしても機能する。従って、以下の説明
において、ギャップ確保用隔壁が粒子偏在抑制用隔壁も兼ねる場合、すなわち同一の構成
である場合には、ギャップ確保用隔壁と表現する。隔壁がギャップ確保機能を有しないで
粒子偏在抑制機能だけを有し、ギャップ確保用隔壁と異なる構成の場合は、粒子偏在抑制
用隔壁と表現する（図２０参照）。
【００８９】
　ギャップ確保用隔壁１１９ａの形成材料としては、レジスト材を用いることができ、例
えば、アルフォＮＩＴ２（ニチゴーモートン社製）やＰＤＦ３００（新日鐵化学社製）な
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どのドライフィルムレジスト材が挙げられる。また、ギャップ確保用隔壁１１９ａは、例
えば、一方の基板上にドライフィルムレジスト材を積層した後、フォトリソグラフィー技
術を用いて格子状またはハニカム状の隔壁に形成され、全ての隔壁上面と他方の基板とが
接合されることによって、一対の基板の双方に接合されている。本実施形態では、ギャッ
プ確保用隔壁１１９ａは、観察側基板１８１に形成された後、背面側基板１８２に接合さ
れている。なお、ギャップ確保用隔壁１１９ａを、背面側基板１８２に形成した後、観察
側基板１８１に接合することもできる。
【００９０】
　ギャップ確保用隔壁１１９ａは、ギャップに対応する厚みを有するとともに、表示媒体
１１６を収納するための凹部、またはシートを貫通する孔部が形成されているシート部材
とすることもできる。この場合、シートを一対の基板間に挟むように配置した後、シート
の両面とそれぞれの基板とを接合することによって、ギャップ確保用隔壁１１９ａは形成
される。
【００９１】
　表示媒体１１６は、観察側電極１９１と背面側電極１９２との間に封入される。表示媒
体１１６は、電極を介して電気的に観察側電極１９１と背面側電極１９２との間で駆動す
る。本実施形態では、表示媒体１１６は、負帯電性白色粒子を含んだ粒子群と正帯電性黒
色粒子を含んだ粒子群との二種類の帯電特性及び光学的反射率を有する粒子群で構成され
、電極を介して形成される電界によってそれぞれ反対の基板側（電極側）に移動する。表
示媒体１１６の詳細については、後述する。
【００９２】
　図１９は、情報表示システム１００の機能ブロック構成図である。図１９に示すように
、情報表示器１１０は、少なくともアウトプットを無効にする機能を有するとともに情報
表示部を駆動させる機能を有する駆動回路２００ａ～２００ｅを備えており、情報表示器
１１０には、制御装置のＣＰＵ２０、グラフィックコントローラ３０が接続される。
【００９３】
　ＣＰＵ２０は、所定のフォーマットに従った情報の画像データをグラフィックコントロ
ーラ３０に出力する。グラフィックコントローラ３０は、ＣＰＵ２０から出力された描画
データ信号（制御信号）に基づいて駆動回路２００ａ～２００ｅを制御する。駆動回路２
００ａ～２００ｅは、グラフィックコントローラ３０による制御に基づいた制御信号に従
って観察側電極１９１及び背面側電極１９２に所定の電圧を印加する。
【００９４】
　本実施形態では、観察側電極１９１及び背面側電極１９２は、複数のストライプ電極に
よって構成される。観察側電極１９１と背面側電極１９２とは、互いに直交するように設
けられる。なお、観察側電極１９１と背面側電極１９２とは交差していればよく、直交す
ることに限られない。このようなストライプ電極を用いた観察側電極１９１と背面側電極
１９２の制御方法としては、公知の方法（例えば、特開２００８－２６８６５０号公報参
照）を用いることができる。なお、図１９では、観察側基板１８１、背面側基板１８２及
び表示媒体１１６は省略されている。
【００９５】
　図２０は、情報表示器１１０の一部分解斜視図である。図２０に示すように、ギャップ
確保用隔壁１１９ａは、複数のセル１３２を形成する。セル１３２のそれぞれには、表示
媒体１１６が配置、好ましくは、封入される。ギャップ確保用隔壁１１９ａは、上述した
ように、観察側電極１９１と背面側電極１９２との間に配置される。
【００９６】
　離隔して設けられた観察側電極１９１と背面側電極１９２との間に形成された空間の外
側、つまり、ギャップ確保用隔壁１１９ａの情報表示領域１１０ａ側及び背面１１０ｂ側
には、観察側基板１８１と背面側基板１８２とが設けられる。具体的には、ギャップ確保
用隔壁１１９ａの情報表示領域１１０ａ側には観察側基板１８１が設けられ、背面１１０
ｂ側には背面側基板１８２が設けられる。
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【００９７】
　図２０に示すセル１３２は、情報表示器１１０の平面視において、略四角形であり、ギ
ャップ確保用隔壁１１９ａの縦方向及び横方向に連続して形成される。本実施形態では、
セル１３２は、縦方向及び横方向に延在する直線状のギャップ確保用隔壁１１９ａによっ
てマトリックス状に形成される。セル１３２は、六角形にしてハニカム構造で配置するこ
ともできる。
【００９８】
　実施形態では、図２０に示すように、表示媒体１１６は、表示媒体１５１と表示媒体１
５２とを含む。表示媒体１５１は、黒色の正帯電性粒子を含む粒子群である。表示媒体１
５２は、白色の負帯電性粒子を含む粒子群である。表示媒体１５１及び表示媒体１５２の
二種類の表示媒体が、それぞれのセル１３２に配置される。
【００９９】
　表示媒体１５１とする黒色粒子群は、次のように製造することができる。（ｉ）メチル
メタクリレートモノマー（関東化学試薬）６０重量部、及び１分子中に重合反応基を複数
持つ多官能性モノマーとしてエチレングリコールジメタクリレート（和光純薬試薬）４０
重量部（約２５ｍｏｌ％）に、正帯電の荷電制御剤としてニグロシン化合物（ポントロン
Ｎｏ７：オリエント化学製）３重量部、及び黒色顔料として、カーボンブラック（スペシ
ャルブラック：デグッサ製）５重量部をサンドミルにより分散させ、（アクリル系及びメ
タクリル系樹脂）－炭化水素系樹脂ブロックコポリマー（モディバーＦ６００：日本油脂
製）５重量部を溶解させる。（ｉｉ）２重量部のラウリルパーオキサイド（パーロイルL
：日本油脂製）を溶解させた液を、界面活性剤としてポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル硫酸ナトリウム（ラテムルＥ－１１８Ｂ：花王製）を０．５％添加した精製水に（ｉ）
の生成物を懸濁、重合させ、濾過、乾燥させる。（ｉｉｉ）分級機（ＭＤＳ－２：日本ニ
ューマチック工業性）を用いて（ii）の生成物を分級して平均粒子径９．２μｍの正帯電
性の黒色粒子群を得る。
【０１００】
　また、表示媒体１５２とする白色粒子群は、次のように製造することができる。（ｉ）
ポリメチルペンテンポリマー（ＴＰＸ－Ｒ１８：三井化学社製）１００重量部と、着色剤
として二酸化チタン（タイペークＣＲ－９０：石原産業社製）１００重量部と、負帯電の
荷電制御剤としてフェノール系縮合物（ポントロンＥ８９：オリエント化学製）５重量部
とを、２軸混練機により溶融混練する。（ｉｉ）ジェットミル（ラボジェットミルＩＤＳ
－ＬＪ型：日本ニューマチック工業製）で（ｉ）の生成物を細かく粉砕し、分級機（ＭＤ
Ｓ－２：日本ニューマチック工業製）を用いて分級する。（ｉｉｉ）溶融球状化装置（Ｍ
Ｒ－１０：日本ニューマチック工業製）を用いて（ｉｉ）の生成物を溶融球状化した後さ
らに分級して、平均粒子径が９．５μｍの負帯電性の白色粒子群を得る。
【０１０１】
　（１０）その他の実施形態
　上述したように、本発明の実施形態を通じて本発明の内容を開示したが、この開示の一
部をなす論述及び図面は、本発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示
から当業者には様々な代替実施の形態、実施例が明らかとなる。例えば、本発明の実施形
態は、次のように変更することができる。
【０１０２】
　実施形態では、突出部１２１は、略円柱形状であって、断面形状が円形であると説明し
ているが、突出部１２１の断面は円形でなくてもよい。楕円、角形であってもよい。突出
部１２１と孔部１１０ｈに形成された電極との接触面積を確保するためには、円形である
ことが好ましい。
【０１０３】
　絶縁部分は、切り欠きであると説明したが、制御装置１２０と情報表示器１１０とが物
理的に連結された際に、絶縁が確保できる構成であればよく、切欠部３００に限定されな
い。情報表示器１１０の判定回路３１０において駆動回路２００ａ～２００ｅまでの間の
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導線に設けた断線部分によって絶縁部分が形成されていてもよい。
【０１０４】
　実施形態では、情報表示器１１０の一方の面が観察側であると説明した。しかし、２枚
の情報表示器１１０の背面側基板１８２同士を貼り合わせて一体化することによって、表
裏に観察面を有する情報表示器を構成してもよい。この場合、貼り合わされる２枚の情報
表示器の絶縁部分（例えば、切欠部）は配置位置や配置個数を異なるようにした配置パタ
ーン（識別情報）で形成されることは上述の通りである。このような構成の情報表示器１
１０では、表側の１ページと裏側の１ページとで２ページを構成することになる。
【０１０５】
　表示媒体１１６は、白色表示媒体及び黒色表示媒体に限られず、他の色の表示媒体であ
ってもよい。また、表示媒体は、対向する電極間に印加した電圧で駆動し、電源からの給
電を切断しても表示した情報が保持できる表示メモリ性があるものであればよい。
【０１０６】
　例えば、帯電性粒子を含んだ粒子群を透明な絶縁液体中で駆動させる、マイクロカプセ
ル型の電気泳動方式の情報表示器であってもよい。
【０１０７】
　また、帯電性粒子を含んだ粒子群を有色の絶縁液体中で駆動させるタイプであってもよ
い。このタイプは、例えば、負帯電性白色粒子で構成した白色表示媒体が、青色のパラフ
ィンオイルなどの有色の絶縁液体とともに隔壁で形成したセル内に封入されている。
【０１０８】
　更に、情報表示器としては、半分ずつ２色かつ異帯電極性に構成した球状粒子を表示媒
体として使用するタイプ（例えば、マイクロカプセル内で回転駆動させるツイストボール
方式）やコレステリック液晶を駆動させるタイプを使用することができる。なかでも、粒
子群を気体中（真空中を含む）で駆動させる方式は、駆動応答速度が速く、表示メモリ性
にも優れているので好ましい。
【０１０９】
　また、本実施の形態では、駆動回路と情報表示器とを一体化しているが、駆動回路と情
報表示器とを着脱自在に構成してもよい。なお、駆動回路と情報表示器とを一体化しない
場合においては、駆動回路と情報表示器を電気的かつ物理的に着脱自在に接続する接続手
段を設ける必要がある。この接続手段の構成としては、例えば、情報表示器と駆動回路の
うち一方に凹型接続端子部を設け、この凹型接続端子部と噛み合う凸型接続端子部を設け
、凹型接続端子部と凸型接続端子部との嵌合によって駆動回路と情報表示器を電気的かつ
物理的に着脱自在に接続する構成を例示できる。また、他の接続手段の構成としては、情
報表示器と駆動回路のうち一方に凸型端子部を設け、この凸型端子部が挿入可能な円形孔
、十文字形状をしたスリット孔、円形孔と十文字スリット孔を組合せた孔、円形孔と三方
スリット孔を組合せた孔、複数のスリット孔を星型に集合させた孔、星型の孔を有する受
け部を設ける構成を例示できる。更に、接続手段を合わせて、情報表示器に駆動回路を装
着する際のガイドとなるガイド部材や、互いの位置決めを行うための位置決め部材を設け
ることが望ましい。
【０１１０】
　このように、本発明は、ここでは記載していない様々な実施の形態などを含むことは勿
論である。したがって、本発明の技術的範囲は、上述の説明から妥当な特許請求の範囲に
係る発明特定事項によってのみ定められる。
【符号の説明】
【０１１１】
　２０…ＣＰＵ、　３０…グラフィックコントローラ、　１００…情報表示システム、　
１１０…情報表示器、　１１０ａ…情報表示領域、　１１０ｂ…背面、　１１０ｈ…孔部
、　１１５…表示媒体層、　１１６…表示媒体、　１１７…電極、　１１７ａ…露出部、
　１１８…絶縁膜、　１１９ａ…ギャップ確保用隔壁、　１１９ｂ…粒子偏在抑制用隔壁
、　１２０…制御装置、　１２１…突出部、　１２１ｆ…端部、　１２２…描画データ信
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号送信部、１２３ｂ、１２３ｄ、１２３ｆ、１２３ｈ、１２３ｊ、１２３ｌ…識別信号送
信部、　１２４ａ、１２４ｃ、１２４ｅ、１２４ｇ、１２４ｉ、１２４ｋ…導通接続部、
　１３０…留め具、　１３２…セル、　１４０…湾曲部材、　１４０ａ…端部、　１４０
ｂ…端部、　１５０…回動機構、　１５１…表示媒体、　１５２…表示媒体、　１６０…
湾曲部材、　１６１，１６２…導電性の材料、　１７０…孔部、　１７１…露出電極、　
１８１…観察側基板、　１８２…背面側基板、　１９１…観察側電極、　１９２…背面側
電極、　２００ａ～２００ｅ…駆動回路、　３００…切欠部、　３１０…判定回路、３１
１…ＸＮＯＲ回路、　３１２…ＮＡＮＤ回路、　３５０…スイッチ、　３２０ａ～３２０
ｅ…アウトプットイネーブル用ライン、　１１２０…描画データ信号受信部、　１１３１
ｂ、１１３１ｄ、１１３１ｆ、１１３１ｈ、１１３１ｊ、１１３１ｌ…識別信号受信部、
　１１３１ａ、１１３１ｃ、１１３１ｅ、１１３１ｇ、１１３１ｉ、１１３１ｋ…導通接
続部、　１１３２…絶縁部分、　Ｃ…外装体、　Ｃａ…載置部、　Ｒ…領域

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】
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